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２０１０職場要求書を提出！
　多くの職場から要求項目があがってきた職場要求について、１１月２９日付で当局に対し提出してきました。

　１２月２９日の回答指定日までに当局の回答が示され、ただちに職場要求交渉を実施していく予定です。

　職場要求は、現場の切実な声であることから、市職労としても重要な取り組みとして毎年実施しています。

ここ数年、第３庁舎公用車駐車場の出入口の設置や本庁舎２階の女子トイレ増設など徐々にではありますが改善されてきていることもあります。しかしながら、過度の人員削減や庁舎施設の老朽化や行き過ぎた経費節減により快適に仕事ができる環境とは決して言えないどころか、健康被害も生じている状況となっています。
　今回提出した要求は贅沢を言うものではなく、働く環境としてごく当たり前の要求であり、結果としてよりよい市民サービスにつながるものです。
　要求実現に向けて粘り強い取り組みをしていきます。

【要求の概要】
＜人員に関する要求＞

管財課車両係、資産税課土地係、家屋第１係、家屋第２係、償却資産係、納税課納税対策係、収納管理係、市民課戸籍係、永山支所、東旭川支所、神楽支所、障害福祉課、保護第１～３課、こども育成課、子育て支援課青少年担当、保育所分会、愛育センターみどり学園、健康推進課精神保健係、保健指導課、食肉衛生検査所、クリーンセンター、工業技術センター、住宅課、駅周辺開発課、公園みどり課、空港管理事務所、教育政策課、学務課、学校保健課、彫刻美術館・井上靖記念館、中央図書館から１名以上の増員要求。
＜特殊勤務手当に関する要求＞

・支所手当として一律３０００円を支給すること。（永山支所）

・獣医師の初任給調整手当を北海道職員並みにすること。（食肉衛生検査所）

・緊急出動手当の支給を求める（土木管理課）

＜執務環境に関する要求＞

・網戸の設置をすること（資産税課）

・空調設備を整えること、適正な室温管理をすること（納税課、介護高齢課、愛育センター、クリーンセンター、経済総務課、住宅課、都市計画課、駅周辺開発課、公園みどり課、彫刻美術館）

・ごみ箱設置場所の照明を適正な明るさにすること。職員が分別しやすいごみ箱の設置（介護高齢課）

・庁舎入口の毛虫対策をすること（消費生活センター）

・全庁的にトイレの個室数の増加や洋式化を進め、設備を整えること（納税課、消費生活センター、介護高齢課、こども育成課、公共建築課、用地課）

・窓口業務の整理準備時間を設けること（永山支所）

・庁舎の耐震性を確保すること（障害福祉課）

・各保育所の玄関に自動施錠システムを導入すること（保育所分会）

＜備品等に関する要求＞

・備品の効率化を図るため、一般職と係長職のイスの差別化を廃止すること。イスを新しくすること（納税課、東旭川支所、こども育成課）
・ロッカーを設置すること（消費生活センター）
・袖机の増設（保護第１課、保護第２課）

・パソコンを更新すること（こども育成課）

・各保育所に携帯電話を配置すること（保育所分会）
・療育用の備品の入れ替え・修繕費の予算措置（愛育センターわかくさ学園）

・園庭遊具の新設、修繕（愛育センターみどり学園）

・被服貸与について、必要なものは予算制限を設けずに貸与すること（公共建築課）
＜臨時・嘱託職員に関する要求事項＞

・社会人採用の要件に臨時・嘱託職員の経験も認めること（納税課）

・臨時職員を正職員化すること（市民課戸籍係、こども育成課）

・臨時・嘱託職員の任用期間を長くすること（障害福祉課、愛育センター）

・職員の身内を臨時・嘱託職員として雇用しないことは差別的な扱いであることから、やめること（障害福祉課）

・嘱託職員の勤務時間週２９時間制限を撤廃すること（愛育センター）

・特別休暇の有給化など改善を求める（愛育センター）

・臨時・嘱託職員の賃金、報酬を改善すること（愛育センターわかくさ学園）

・言語聴覚士の増員（愛育センターみどり学園）

・嘱託職員の時間外報酬について予算確保すること（彫刻美術館、中央図書館）

・嘱託職員の任用制限の見直し（中央図書館）
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＜その他＞

・サービス残業の解消を図ること

・業務が複数課に横断する業務にかかる条例改正は事前に協議を行うこと

・異動の内示時期を早める等人事異動に伴う混乱を招かないよう対策すること
・職場実態にあった職員の配置をすること。少ない人員で何とか仕事を回している状況が定数だと考えられては困る。

・人事交流的な発想で各職場を経験できるシステムづくり

・現場の実態を「見て、知って」もらうことを要求する。

・職場要求の各項目に誠意ある回答を示すこと。職場ごと、要求項目ごとに具体的に回答すること。

・自家用車利用の通勤手当の増額

　職場要求取りまとめ時と状況が変化したり、職場で新たに出た課題等については追加要求の提出を行っていきますので、書記局まで随時お知らせください。どんなに小さなことでもかまいません、ひとつひとつの積み重ねが大きな要求となります。そのままにしていては何も変わりません。ぜひ、現場からの声をお願いいたします。
当面の日程


１１月３０日　　市職労役員選挙投開票日　　　　　　


１２月　３日　　自治労上川地本定期大会（～４日）　　　トーヨーホテル
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書記長のつぶやき～２０１０年度を振り返って～


　任期延長をし、１４か月となった２０１０年度もあっという間に過ぎました。


今年度は、化学物質過敏症の公務災害認定を勝ち取ったという大きな出来事がありました。諦めないで取り組みを続けることが結果になるのだと再認識しました。化学物質過敏症で苦しんでいるなかで、前向きに頑張る組合員の姿に触れ、働けるってことはありがたいことなんだと感じました。


相変わらずマスコミや議会先行で物事が進んでいくという悔しい思いもたくさんしました。労働組合の存在が軽視されているとしか思えない、許されないことです。もっと、怒りをもって対応しなくてはならないと強く感じました。


また、先日妥結した確定闘争では地方公務員、地方自治体のおかれている状況が難しくなっていると改めて感じたと同時に、どこを相手に交渉しているのか、歯がゆさも感じました。





時代のせいなのか、若者の労働組合離れが進み、「労働組合ってなんだろう、自分のしていることは正しいのか」と考える時間が増えました。私はストライキをガンガン打っていたころや、明け方まで交渉をしていた時代を知りません。新聞やニュース、各集会などに参加すると非正規や弱い立場の人が労働組合を結成したという話題がある一方、組織率が低下しているとか、労働組合の必要性が薄れているなど言われています。しかし、今こそ労働組合が必要なのではないでしょうか？どんどん人員が削減されて余裕がなくなっている、不本意ながらも賃金は下がり続けている、法律が整備されても休暇が取得できる環境にない…今、私たちがこうやって働いているのは、過去の諸先輩が築いてきた貯金を取り崩しているだけだと思っています。今、踏ん張らないと、定年まで働ける環境どころか明日すら危うい職場になってしまうのではと危機感を抱いています。


公務員がなぜ安定していると言われるのか、それは自治労という組織が、労働組合がしっかりしていて、賃金や労働条件が守られてきたからではないでしょうか。こんなに経済が不安定でも大企業が倒産しないのは、大企業には必ずと言って良いほど労働組合があり、雇用の安定が図られてしっかりと働ける環境があるから、みんながバラバラにならず、社員も頑張っているのだと思います（労働組合が分裂し、労働者同士が敵対した結果…という例もあるかと思いますが。）


今年の新規採用職員の組合加入率の低さは、私たちにとって非常に残念な結果であると感じています。労働組合は、職場や職種の壁を越えた職員間の横のつながりを構築し、それが労働条件の改善のみならず、さまざまな場面で、いつでも、誰とでも相談しあえる関係を築けるという大きな役割を担っていると考えます。私自身、労働組合の必要性を伝えきれていないことに反省をし、伝えていけるよう努力していかなくてはならないと思っています。努力をすれば必ず報われると信じています。


執行部も２０１０体制から２０１１体制へと変わります。執行部の顔触れも変わり、心機一転、頑張っていきます。これからも決して楽な道ではなく、私たちを取り巻く環境も大きく変わると思います。しっかりと情報発信をし、労働組合としての考え方を伝えていきたいと考えています。


労働組合の基本である、安心して働き続けられる職場づくりに向けた取り組みに全力を注いでいきます。


今後も組合員の皆さんの結集をお願いします。





１２月一時金からの組合返還金引去りについて





　１２月の組合返還金の引去りは、例月分、手当分を合算して、一時金より引去りします。


　あわせて、灯油代、火災共済掛金、長期共済、親子共済及び農作物代金なども、一時金より引去りしますので、ご確認をお願いたします。








